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７．付 議 事 件（付託議案の審査）

議第56号 工事請負契約の締結について

（ 城市立新庄小学校区学童保育所施設整備工事）
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開 会 午後１時３０分

川村委員長 ただいまの出席委員は７名で、定足数に達しておりますので、これより厚生文教常任委

員会を開会いたします。

皆様、本会議初日のお昼一番に、この厚生文教常任委員会、開会をいたします。早急に皆

様の議決をいただいて進めていかなければならない契約でございますので、どうぞ慎重審議

をいただきまして、円滑な委員会になりますようにご協力よろしくお願いいたします。

委員外議員のご出席の紹介をさせていただきます。岡本議員です。下村議員です。梨本議

員です。松林議員です。以上４名でございます。

発言される場合は挙手をいただき、指名をいたしますので、マイクの発言ボタンを押して

からご起立をいただき、必ずマイクを近づけてからご発言されるようにお願いいたします。

城市議会では、会議室内における新型コロナウイルス感染対策を行っております。また、

会議出席者のタブレット端末などの情報通信機器の使用も認めておりますので、ご承知おき

願います。

それでは、ただいまより本委員会に付託されました付議事件の議事に入ります。議第56号、

工事請負契約の締結について（ 城市立新庄小学校区学童保育所施設整備工事）を議題とい

たします。なお、資料といたしましてお手元に配付しております入札結果公表書（案）につ

きまして、委員会終了後、回収をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。

本案につき、提案者の内容説明を求めます。

井上こども未来創造部長。

井上こども未来創造部長 こども未来創造部長の井上でございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。

議第56号、工事請負契約の締結についてでございます。本案につきましては、今年度事業

として施行いたします 城市立新庄小学校区学童保育所施設整備工事の請負契約の締結につ

いてでございます。

本工事につきましては、学童保育所を利用する児童の増加に対応するため、新庄小学校附

属幼稚園の西側に新たに160人規模の学童保育所を建設しようとするものでございます。工

事の発注につきましては、本年７月20日に一般競争入札を実施した結果、６者が応札し、株

式会社ピーエス三菱奈良営業所が落札しましたので、契約金額２億1,190万9,500円で請負契

約を締結しようとするものでございます。よろしくご審議を賜りますようお願いいたします。

川村委員長 ただいま説明を願いました本案に対する質疑に入ります。

質疑はありませんか。

どうぞよろしくお願いいたします。ちょっとお伺いいたします。

まず、今回、 城市新庄小学校区学童保育所施設整備工事ということなんですが、この中

には、今、建築の図面とかも頂戴しているんですけれども、これは建築だけでしょうか、そ

れとも造成のお金も入っているんでしょうか。もし入っていなかったとしたら、造成は別途

幾らかかっているのか、お願いします。
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川村委員長 吉村課長。

吉村子育て福祉課長 子育て福祉課、吉村でございます。

今回の契約につきましては造成は入っておりません。造成のほうにつきましては、令和３

年５月６日から７月30日にかけまして土地の造成をさせていただいております。金額につき

ましては1,642万800円となっております。

以上でございます。

川村委員長

今お答えいただきましたように、今回は建築のみで、造成は別であるというふうなこ

となんですが、これが造成と建築と一度にやれば、もっと費用的にも抑えられると思うんで

すが、なぜ分割といいますか割っているのか、別々にやっているのかということであります。

この理由についてお答えをいただきたいと思います。

川村委員長 吉村課長。

吉村子育て福祉課長 子育て福祉課、吉村でございます。よろしくお願いいたします。

当整備についてでございますが、令和２年度に発注した設計業務において、開発許可申請

に期間を有した関係で、当初は令和２年６月26日から令和３年３月１日の委託期間を、令和

３年５月31日へ工期延長し、予算も令和３年度へ繰越しさせていただきました。その後、令

和３年５月６日から令和３年７月30日までの工期として造成工事を発注し、令和３年８月13

日に工事の引渡しを受けております。

造成工事の予定を受け、建築工事に着手していく段取りとなっております。この工事に必

要な日数は、造成工事で約３か月、建築工事で約７か月の計10か月と考えておりまして、分

割発注した理由といたしましては、最近、建築工事の入札については不落が続いておりまし

て、契約締結に必要な期間が不明確な状況が続いております。一括発注しようとすると６月

議会までの日数が非常に短く、業者を決定して９月議会まで着工できないことが考えられま

すので、令和４年３月には完了できない可能性を考えて、そこで造成工事だけを先に発注し

まして、その間に建築工事の入札を行い、９月議会に承認していただいて、不落となった場

合でも時間的な余裕ができ、令和４年３月には完成できると考え、分割発注をいたしました。

以上でございます。

川村委員長

理由は承りました。今回工事のそういった不落というのが続いていたということで、

それを何とか避けたいというご意向があったというふうなことを承知いたしました。また、

今回はこういった事情ということは分かりましたけれども、今後似たような、また建築とか

そういうふうなことがありますけれども、大事な市民、あるいはこれは税金でございますの

で、それは重々に頭に置いてやっていただきますようお願いいたします。

以上です。

川村委員長 ほかに質疑はありませんか。

増田委員。

増田委員 今回の議案につきましては、工事請負契約の締結についてということで議題となっている
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わけでございますけれども、この際でございますので、ちょっとお願いなりしておきたいな

と思うんですけれども、既にこの設計は済んでおられるということは承知をしております。

その中で、前回の磐城の学童の際もちょっとご意見として頂戴したのは、周辺住民への影響

等についてご意見を頂戴したというのを私もちょっとお聞きをしておりました。その辺の対

策は十分とっていただいているとは思いますが、その辺の配慮、周辺に対する住民のご同意

もご確認いただいているのかどうかということをお尋ねします。

それから、もう１点は、磐城小学校附属幼稚園の改築に当たって、先日からの委員会等で

もご意見が出ておりました。非常に無機質な施設だなと、もう少し愛着のあるといいますか、

お子さんが利用するに当たって楽しいイメージといいますか、そういうものにご配慮いただ

くべきと違うかということが意見として出ておりました。この建物につきましても、そうい

った児童が利用するに当たってそういうふうな配慮、私、この色も全然分からないので、設

計の段階のお話ですので、今、聞くべきところじゃないと思うんですけど、その辺の以前の

そういった意見を反映していただいているのかなということをこの際ちょっとお聞きをした

いなと。

私はイメージとして、これはもうその都度その都度、設計委託されているので、設計業者

にデザインも含めてご依頼されているというのは承知をしておりますが、 城市の教育施設

としてのある程度統一化した色合いであったり、デザイン等も、 城市の教育施設だなと分

かるような、そういった統一感というのを今後配慮していただくことが望ましいのかなとい

うふうに思うんです。

というのは、當麻の文化会館のイメージですね。私もこの間、ふと離れて見てたんですけ

れども、當麻の文化会館のイメージ、それから近くにあります図書館、当時の中央公民館の

建物のイメージ、建てている時期は異なるんですけれども、統一感があって、同じような風

潮といいますか、屋根の趣であったり、そういうものが配慮されて配置をされておるという

ふうなイメージを持っておりますが、近年、こういうハード事業で施設を建てていただいて

ますが、それぞれのイメージであって、なかなか統一感というのがあるようにないなと、そ

れがどうかと言ったらいろんな意見もあるかとは思いますが、そういうふうなイメージカラ

ーとか、そういったものもこういう公共施設には備えていただくことが望ましいのかなとい

うふうに思いますので、お考えだけちょっとお聞かせください。

川村委員長 吉村課長。

吉村子育て福祉課長 子育て福祉課、吉村でございます。

１つ目の近隣住民への配慮ということなんですけれども、まず施設の配置につきましては、

前回も説明させていただきましたように、建設予定地は西側に住宅がありますので、騒音、

プライバシー等に配慮しまして、できるだけ東側に建築をさせていただきまして、窓も住宅

側には少なくて、道路側には多くということで配慮させていただきます。また、近隣の住民

の方につきましては、十分に区長ともいろいろ相談させていただきながら、迷惑のかからな

いように建築も進めていきたいと思います。窓のほうもすりガラスのほうにさせていただき

ます。
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あと、２つ目の施設の建物ですね、できるだけ楽しく過ごせるように、子どもらしい感じ

の内装なり、設備のほうにさせていただくよう、努力、検討させていただきたいと思います。

３つ目の 城市としての、統一感というのはちょっと……。

川村委員長 答弁は市長に求めますか。

阿古市長。

阿古市長 その時代時代によっていろいろ多分違うと思うんですけども、例に出されましたエリアに

つきましても、多分改築されたときにそういう統一感を出されたのかなという理解はしてい

るんですけども、委員のご指摘の意味というのはよく分かっておりますので、その色合いで

すとか、そういうようなものというのはやっぱり考えていく必要があるのかなというのは分

かっております。今後検討を重ねてまいります。

川村委員長 ほかに質疑はありますか。

谷原委員。

谷原委員 １点だけ、設計に関わってのことですけれども、敷地面積が875平方メートルで、建築面

積、床面積と書いてありますよね。そうすると、敷地面積に対して建屋のほうはそう大きく

ないと。そうすると、この設計図で見ますと、ちょうどこの下のところが空いているという

ことなんです。ここの利用についてどう考えておられるのか。ここの整備も含めて、先ほど

造成の話も出てきましたけれども。

と申しますのは駐車場の問題、それから新庄小学校、周りが狭くて、なかなか送り迎えで

いろいろなことがあるんですよね。その解消という点で、学童として建屋、でも広い土地を

購入されていますので、そこの件については、今回多分造成費用に入っているのかどうかよ

く分かりませんけれども、その利用のことについてちょっとお聞きします。できたらそれは

解消する方向で、いい形でやっていただいたらと思うんですが、その予算、経費等、今回は

見込まれてないのかどうかも含めてお聞きします。

川村委員長 吉村課長。

吉村子育て福祉課長 子育て福祉課の吉村でございます。

土地のほうはかなり広く購入させていただいておりますので、車いす専用駐車施設屋根無

しと、かなり空いてる空間の部分があると思うんですけれども、ここに駐車場を、来られた

ら入っていただいて出てもらうと。正面の細い部分もちょっと空いてると思うんですけども、

ここも車をとめられるスペースがあるので、駐車場としては十分にとれていると考えており

ます。

以上でございます。

川村委員長 ほかにありませんか。

杉本委員。

杉本委員 質問というか、お願いというか要望というか、前の認定こども園でも、僕ちょっと言わせ

ていただいたんですけども、やっぱりその施設とかでもおうちとかでもそうなんですけど、

看板ですよね。いつもちょっと渋めの看板ばっかりなんですけど、認定こども園ではやって

いただけるという感じですが、これを機に、看板はちょっとお金がかかるものなので、おし
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ゃれなものとかかわいいものをするというのは、ちょっと皆さんのアイデアがまた要ると思

うんですけども、名前ですよね。前も言ったように、今公募でやっていただいているんです

かね。やっていただいているんですけど、もうかちかちの名前じゃなくて、子どもの施設や

から、これを機にいろいろ名前をつけて、 城市の特徴を出していったらいいと思うんです。

例えば虫の名前にしていくとかでも、子どもらが覚えやすくて、どこへ行っているの、あ

そこやねんというときに、虫の名前のサブネームみたいなのがある、これってお金はかから

ないと思うんですよ。そういうアイデア的な要素を新しく施設に、子どもらが使う施設、増

田委員もおっしゃったみたいに、そういうところの統一感もあったほうがいいと思うので、

これはもうお願いだけでいいと思うんですけども、ちょっと考えていただいて、斬新な意見

を入れていただいて、お金のかかるものじゃないと思うんですよ、そういうのって。皆さん

にまた公募するとかでもいいと思いますし、そういうことで子どもらがぱっとイメージが湧

くような施設にしていただきたいなという要望をさせていただきます。

以上です。

川村委員長 要望としてでいいんですね。

ほかに質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

川村委員長 質疑がないようですので、質疑を終結したいと思います。

議員間討議を希望される方はいらっしゃいますか。

（「なし」の声あり）

川村委員長 ないようであれば、これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

川村委員長 討論がないようですので、討論を終結いたします。

これより議第56号議案を採決いたします。

本案を原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

川村委員長 ご異議なしと認めます。よって、議第56号は原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

以上で、本委員会に付託されました議案の審査が終了いたしました。

ここで委員外議員から発言の申出があれば許可をいたしますが、よろしいでしょうか。

（「なし」の声あり）

川村委員長 ないようですので、委員外議員の発言を終結いたします。

本当に皆様それぞれに、この学童保育所の新設に当たりまして前向きなご意見をいただき

ましてありがとうございます。また、これが完成に向かっていろいろと、委員の皆様の視点

から、市民の皆様の視点から、この学童保育がうまく、ここの施設に入る子どもたちにうま

く生かされるようにということを頭に入れていただきまして、いい、すてきですばらしい学

童保育をつくっていただきたいというふうに願っております。ありがとうございます。
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これをもちまして厚生文教常任委員会を閉会させていただきます。

閉 会 午後１時５１分

委員会条例第28条の規定によりここに署名する。

厚生文教常任委員会委員長 川村 優子


